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論  文  内  容  の  要  旨  
氏  名  （ 小 林  か お り  ）  
論文題名 
 
開発援助としての人間の安全保障： 
UNTFHSプログラムの形成過程を通して 
 
論文内容の要旨 
 
人間の安全保障のプログラム（United Nations Trust Fund for Human Security Programme、
以下、UNTFHSプログラム）は、「人間（people）」を中心においたプログラムである。本研究の
目的は三つある。まず、人間の安全保障のプログラムとは、従来の開発援助のプログラムとどの
ように異なるのか、文献研究および事例研究を通して明らかにすることである。次に、プログラ
ムが、人間の安全保障のプログラムであることとは、どういった要素が重要なのか文献研究およ
び事例研究を通して明らかにしていくことである。さらに、人間の安全保障のプログラムとは、
開発援助においてどのような可能性をもたらすことができるのか考察することである。 
 先行研究では、「人間の安全保障」とは、カナダ型/安全保障/「保護」/狭義/恐怖からの自由
に焦点を当てた人間の安全保障と、日本型/開発援助/「エンパワーメント」/広義/欠乏からの自
由に焦点を当てた人間の安全保障と言ったように、焦点の当て方や対象範囲の違いだとされてき
た。本研究では、両者の議論の系譜を分析することによって、両概念の存立基盤に二重構造があ
ることを指摘した。「人間の安全保障」に「保護」だけでなく「エンパワーメント」の戦略を取
り入れることによって、「大国（great power）」の秩序だけでなく、現地の人々の主体性や現地
の文化を含む解釈ができる余地を生み出せることを明らかにした。この指摘により、本研究にお
いて支援する側の権力性を問う議論を可能にした。 
 また、先行研究において開発援助における「主体」とは、草の根的な開発援助において支援す
る側、すなわち「私たち」（Freire 1970=1979=1996; Chambers 1997=2000 et al.）の問題を問
うことを指摘されていたにもかかわらず、支援する側と裨益を受ける側という固定的な二項対立
図式として捉えられてきた。本研究では、UNTFHSプログラムの形成過程の分析を通して、多様な
背景を持つ支援する側と裨益を受ける側が、コミュニケーションを元にプログラムを決定してい
くプロセスにおいて、「主体」を従来の固定的な二項対立図式としてではなく、「関係性の主体」
として提示した。「関係性の主体」とは、コミュニケーションのプロセスから生み出された多元
的で多層的な立場にある可変的な主体である。多元的で多層的な立場にあり可変的な主体とは、
ある者がリーダーとして活動し、他の者がサポートする関係であっても、サポートする側にも様
々な距離感と役割の比重があり、また、その距離感と役割は固定的ではなく、時間の経過ととも
に変化していくような関係である。さらに、ある一場面において、リーダーであった者が、別の
一場面ではサポートに回り、そのサポートのプロセスにおいても役割を強化したり、別の役割を
掛け持ちしたりするような可動的な主体としての関係性である。プログラム形成過程における「主
体」は、そういった他者との関係性をコミュニケーションや相互作用によって変化させていきな
がら、そのプロセスにおいて、自らの動機を行動に変換していった。 
 フィールドとなるニカラグア北部高地のUNTFHSプログラムの事例では、女性のリーダーシップ
と組織化が見られた。先行研究では、内戦後のニカラグア北部高地の女性たちは、政治とジェン
ダーという分析枠組みのもと描かれ、和解は「失敗に終わった」と分析されていた（Cupples 2004）。
女性たちの組織化の分析は、女性だけに焦点をあて、リベラル支持とFSLN（Frente Sandinista 
Liberación Nacional）支持の女性たちの見解の違いにフォーカスされて分析されていた。また、
分析は、一つの和解プロジェクト内という限られた時間で分析されていた。本研究では、女性の
リーダーシップと組織化を分析するために、まず、女性だけでなく、裨益を受けるコミュニティ
 
ー住民に分析対象を広げた。なぜならば、女性のリーダーシップと組織化は、男性優位文化が強
いコミュニティーにおいて、女性だけで実現できるわけでなく、コミュニティーの男性とのコミ
ュニケーションや関係性を分析することが不可欠だからである。また、ニカラグア内戦時、宗教
観が人々のメンタリティーや意識に大きな影響をおよぼしたため、政治意識とジェンダー意識だ
けでなく宗教観という分析枠組みからもコミュニティー住民の動機やコミュニケーションを分析
した。さらに、一つのプロジェクトの枠内だけでコミュニティー住民のメンタリティーや意識を
分析するのではなく、内戦中（1990年以前）、内戦後からUNTFHSプログラム形成以前（1990年か
ら2009年4月まで）、UNTFHSプログラム形成過程（2009年5月から2011年6月まで）と時系列にコミ
ュニティー住民の動機とコミュニケーションの変化を分析した。その分析から、村の女性たちは、
政治意識が異なることがあっても、同じ時間・場所・文化を共有し、そこから生み出されたジェ
ンダー・アイデンティティーと宗教観の中にお互いが共有できる要素を持ち合わせていたことを
指摘した。つまり、村の女性たちのメンタリティーや意識は、Cupples(2004)が言うような反感だ
けに特徴づけられるのではなく、同じ境遇を共有している女性たちの共感としても特徴づけられ
ることを明らかにした。また、共感を強化するために、プログラム形成過程における現地に根ざ
した方法論が大きな役割を果たしたことを指摘した。 
 プロジェクトエスノグラフィーを用いた研究方法は、開発援助の現象を「私たち」の問題とし
て描く可能性を生み出した。つまり、プロジェクトエスノグラフィーは、人類学的な方法論を用
い、支援の現場に関わる人々を含めたコミュニケーションのプロセスを分析することで開発援助
研究に新たな意義を生み出した。しかし、従来のこの研究方法は、概ね、開発援助団体が「調整」
により作成したプロジェクトやプログラムの実施段階に注目し分析していた。開発援助のプロジ
ェクトやプログラムは、1．分析・マッピング・プランニング、2．実施、3．インパクト評価と三
段階に区分できる。本研究は、開発援助団体が与えたプロジェクトやプログラムの実施期ではな
く、分析・マッピング・プランニング期に注目し、プログラムに関わる人々のさまざまなコミュ
ニケーションのプロセスを分析した。この分析により、支援する側と裨益を受ける側の関係性を
問題にし、「機会」と「プロセス」の「自由」（Sen 2004=2006）について分析することを可能に
した。 
「従来」のプログラムとは、国連機関が行うプログラムで言えば、まず、国連機関内部、もし
くは中央政府との「調整」によって決定されてきたプログラムのことである。予算がすでに準備
され、プログラム形成は支援する側の「調整」を元に決定されたので、プログラム形成に支援す
る側と裨益を受ける側のコミュニケーションプロセスは存在しなかった。ロング（2001）が指摘
したように、開発という介入行為は、介入者（外部者）が意図した結果が期待されている一過性
の行為ではなく、介入する社会の歴史的な経緯や、開発援助にかかわる様々な担い手の経験の蓄
積、アクター同士の交渉や対立、葛藤といった相互作用によって生みだされる行為であるにもか
かわらず、国連が行ってきた「従来」の開発援助のプログラムには、介入する社会の歴史的な経
緯や、開発援助にかかわる様々な担い手の経験の蓄積、アクター同士の交渉や対立、葛藤といっ
た相互作用を生み出す時間や方法論が十分確保されていなかった。つまり、方法論的にも時間的
にも支援する側の価値観や効率を重視してきた。 
 UNTFHSプログラムは、予算に縛りを持つことで、プログラム形成にプロセスをもたらし、従来
の開発プログラムと差異化した。また、「保護」だけでなく「エンパワーメント」の戦略も取り
入れることで、現地の「人間」の視点や歴史性が入り込める余地を生み出した。そして、現地に
根ざした方法論を用いることでプログラム形成過程にコミュニケーションをもたらした。プログ
ラムが、人間の安全保障になることとは、介入する側の方法論とその方法論を生み出す仕組みを
帰納法的に考えることが重要であった。従来の開発援助における国家的視点の試みから、現地的
視点の試みに少しだけシフトすることで、従来の開発援助に、その土地に生きる「人間」の視点
を入り込ませる余地が生まれた。従来の開発援助の近代的性質、すなわち、支援する専門家とい
う明確かつ厳格な役割区分、そして会計年度（fiscal year）という時間効率といった取り決めか
らほんの少しだけ距離を置くことで、時間的にも空間的にもその土地の「人間」の文化や歴史性
が入り込む余地が生まれた。人間の安全保障のプログラムとは、開発援助に時間的にも空間的に
も「人間」が入り込む余地を生み出す仕組みとその方法論を生み出すことで実現が可能になった。 
 
様 式 7  
論文審査の結果の要旨及び担当者  
氏  名  （   小 林  か お り   ）  
論文審査担当者 
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論文審査の結果の要旨 
 
人間の安全保障のプログラム（United Nations Trust Fund for Human Security 
Programme、以下、UNTFHSプログラム）は、人間を中心においたプログラムである。本論
文の目的は、①人間の安全保障のプログラムは従来の開発援助のプログラムとどのように異な
るのか、②プログラムが、人間の安全保障のプログラムであることとは、どういった要素が重
要なのか、③人間の安全保障のプログラムとは、開発援助においてどのような可能性をもたら
すことができるのか、を考察することである。 
 先行研究では、人間の安全保障に「保護」だけでなく「エンパワーメント」の戦略を取り
入れることによって、現地の人々の主体性や現地の文化を含む解釈ができる余地を生み出せ
ることを明らかにした。 
 フィールドとなるニカラグア北部高地のUNTFHSプログラムの事例では、女性のリーダー
シップと組織化が見られた。ニカラグア内戦時、宗教観が人々のメンタリティーや意識に大
きな影響をおよぼしたため、政治意識とジェンダー意識だけでなく宗教観という分析枠組み
からもコミュニティー住民の動機やコミュニケーションを分析した。時系列の分析から、村
の女性たちは、政治意識が異なることがあっても、同じ時間・場所・文化を共有し、そこか
ら生み出されたジェンダー・アイデンティティーの中にお互いが共有できる要素を持ち合わ
せていたことを指摘した。 
従来のプログラムとは、予算がすでに準備され、プログラム形成は支援する側の調整を元
に決定されたので、プログラム形成に支援する側と裨益を受ける側のコミュニケーションプ
ロセスは存在しなかった。UNTFHSプログラムは、予算に縛りを持つことで、プログラム形
成にプロセスをもたらし、開発プログラムと差異化し、現地に根ざした方法論を用いること
でプログラム形成過程に良好なコミュニケーションをもたらした。プログラムが、人間の安
全保障になることとは、介入する側の方法論とそれを生み出す仕組みを帰納法的に考えるこ
とが重要であった。開発援助における国家的視点からの試みから、現地的視点の試みに少し
だけシフトすることで、開発援助に「人間」が入り込む余地が生まれたのである。 
本論文の意義は、支援する専門家、厳格な役割分担、会計年度という時間効率といった従
来の開発援助がもつ近代的性質の形を変容させることにより、時間的にも空間的にも開発援
助のなかに人間が入り込む余地を生み出す人間の安全保障プログラムの方法論をニカラグア
のへき地におけるフィールド研究から照射したことにある。本論文の成果は開発学の貴重な
実践分析研究として、人間の安全保障の学問的進歩に大いに貢献した。 
 
 
 
